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１――――――――――――――――――― 

１．②は登
と

呂
ろ

遺
い

跡
せき

、③は纏
まき

向
むく

遺跡の場所。 

２．①のはにわは古
こ

墳
ふん

時代につくられた。②の

銅
どう

鐸
たく

は弥生
や よ い

時代につくられた。 

３．①千
せん

歯
ば

こきや③とうみは江
え

戸
ど

時代に広まっ

た農具。 

４．②加
か

曽
そ

利
り

貝
かい

塚
づか

は千
ち

葉
ば

県
けん

にある縄
じょう

文
もん

時代の

遺跡。③登呂遺跡は静
しず

岡
おか

県にある弥生
や よ い

時代の

遺跡。 

５．①小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

は、飛鳥
あ す か

時代に使者として隋
ずい

に

わたった。③中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

は、中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

（後

の天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

）と大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

をすすめた。 

６．①有
あり

田
た

焼
やき

は、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が朝
ちょう

鮮
せん

に大軍をお

くったときに、大
だい

名
みょう

が朝鮮から連れてきた職

人によってはじめられた。 

７．大
だい

仙
せん

（仁徳
にんとく

陵
りょう

）古墳の形は前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

であ

るため、③が正しい。①は方
ほう

墳
ふん

、②は円
えん

墳
ぷん

。 

８．古墳時代は３世紀中ごろから７世紀はじ

めごろをいう。①律
りつ

令
りょう

は国をおさめる法律

のことで、８世紀はじめにつくられた。②平
へい

城
じょう

京
きょう

は、710 年に移された都。 

２――――――――――――――――――― 

９．①毛
もう

利
り

氏
し

は戦
せん

国
ごく

時代に 中
ちゅう

国
ごく

地方をおさめた

大名。③藤
ふじ

原
わら

氏は中臣鎌足の改名にはじまり、

平
へい

安
あん

時代に権力をにぎった貴
き

族
ぞく

。 

10．  ②鑑
がん

真
じん

は奈良時代に中国から来日し、唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

を開いて仏教の知識を広めた。①平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

は平安時代につくられた。③茶
ちゃ

の湯
ゆ

の

作
さ

法
ほう

が定まっていったのは室
むろ

町
まち

時代。 

11．  ②寝
しん

殿
でん

造
づくり

は平安時代の貴族の住宅にみられ

た建築様式。③書
しょ

院
いん

造
づくり

は銀
ぎん

閣
かく

でみられる様式。 

12．①束
そく

帯
たい

は平安時代の男性の正
せい

装
そう

。②直
ひた

垂
たれ

は

武士がふだん着ていた衣服。 

13．②「土
と

佐
さ

日
にっ

記
き

」は紀
きの

貫
つら

之
ゆき

、③「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」

は 紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

が書いた。 

14．  ③武士としてはじめて太
だ

政
じょう

大
だい

臣
じん

になった

のは平
へい

家
け

出身の 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

。①「もち月の歌」

をよんだのは藤原道
みち

長
なが

。②東
とう

北
ほく

地方に 中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

をたてたのは奥
おう

州
しゅう

藤原氏の藤原清
きよ

衡
ひら

。 

15．①御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

は武士の裁
さい

判
ばん

の基準として北
ほう

条
じょう

氏によって定められた。② 十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

は飛鳥時代に 聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

によって定められた。

③五
ご

箇
か

条
じょう

の御
ご

誓
せい

文
もん

は明
めい

治
じ

時代に定められた

政治の方針。 

16．③北
ほう

条
じょう

政
まさ

子
こ

は承
じょう

久
きゅう

の乱
らん

のときに、 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

の御
ご

恩
おん

を説いて武士の団
だん

結
けつ

をうったえた。 

３――――――――――――――――――― 

17．  ②銀閣は現在の京
きょう

都
と

府
ふ

にたてられた。①

は鎌
かま

倉
くら

のある神
か

奈
な

川
がわ

県、③は厳
いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

のある

広
ひろ

島
しま

県である。 

18．  ③ 刀
かたな

狩
がり

令
れい

は安
あ

土
づち

桃
もも

山
やま

時代に豊臣秀吉がだ



 

した。 

19．②すみ絵（水
すい

墨
ぼく

画
が

）は、室町時代に雪
せっ

舟
しゅう

に

よって大成された。①観
かん

阿
あ

弥
み

は、能の大成者。

③行
ぎょう

基
き

は、奈良時代に活やくした僧。 

20．②富
ふ

士
じ

川
がわ

の戦い、③屋
や

島
しま

の戦いはともに平

安時代の源
げん

氏
じ

と平
へい

氏
し

の戦い。 

21．  ②キリスト教は 1549 年にザビエルによっ

て伝えられた。①承久の乱がおこったのは鎌

倉時代、③国
こく

分
ぶん

寺
じ

は奈良時代に聖
しょう

武
む

天皇によ

っておかれた。 

22．③明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

は、本
ほん

能
のう

寺
じ

の変
へん

で織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

をお

そったが、その後豊臣秀吉にやぶれた。①武
たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

は長
なが

篠
しの

の戦いで織田信長と戦った。②

豊臣秀吉は織田信長につかえて有力な武将と

なり、天下統一をなしとげた。 

23．②譜
ふ

代
だい

は、関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いの前から徳
とく

川
がわ

家
け

に

したがった大名で、③外
と

様
ざま

は、関ヶ原の戦い

よりあとに徳川家にしたがった大名。 

24．①徳川吉
よし

宗
むね

は享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

をおこなった。②

徳川慶
よし

喜
のぶ

は、江戸幕府最後の 将
しょう

軍
ぐん

。 

４――――――――――――――――――― 

25．①参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

は、徳川家
いえ

光
みつ

のときに定められ

たきまりで、大名は１年ごとに領地（藩
はん

）と

江戸を行き来することが定められた。②楽
らく

市
いち

・

楽
らく

座
ざ

は織田信長らが、③検
けん

地
ち

は豊臣秀吉がお

こなった。 

26．絵は「東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

」のうち、東海道

の始点である江戸の日
に

本
ほん

橋
ばし

のようすをえ

がいたものである。①「東海道五十三次」

の作者は歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

である。②東海道は江戸

と京都を結ぶ街道である。 

27．①島
しま

原
ばら

・天
あま

草
くさ

一
いっ

揆
き

は 九
きゅう

州
しゅう

でおこった。③

渋
しぶ

染
ぞめ

一揆は岡
おか

山
やま

でおこった。 

28．①近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

は、「曽
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

」や「国
こく

性
せん

爺
や

合
かっ

戦
せん

」などの歌
か

舞
ぶ

伎
き

や人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の 脚
きゃく

本
ほん

を残した。②伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

は日本全国を測量し

て地図をつくった。③本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

は「古
こ

事
じ

記
き

」

や「万
まん

葉
よう

集
しゅう

」を研究した。 

29．①「古
こ

事
じ

記
き

伝
でん

」は、本居宣長が「古事記」

について研究した書物。③「学
がく

問
もん

のすゝ
（す）

め」

は、明治時代に福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

が書いた書物。 

30． 横
よこ

浜
はま

の開港は 1858 年に結ばれた①日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

による。②日
にっ

中
ちゅう

平
へい

和
わ

友
ゆう

好
こう

条約と

③サンフランシスコ平和条約はともに第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後に結ばれた条約。 

31．  ①小
こ

村
むら

寿
じゅ

太
た

郎
ろう

は明治時代に関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

を回

復した外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

。③夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

は明治時代の小説

家。 

32．二
に

条
じょう

城
じょう

での大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

は 1867年におこなわ

れた。③一
いっ

国
こく

一
いち

城
じょう

令
れい

は江戸時代のはじめにだ

された。①は明治時代のできごと。②は戦後

のできごと。 

５――――――――――――――――――― 

33．鉄道は、1872 年に①新
しん

橋
ばし

から横浜のあい

だに開通した。 

34．          ①野
の

口
ぐち

英
ひで

世
よ

は黄
おう

熱
ねつ

病
びょう

を研究した医者。③陸
む

奥
つ

宗
むね

光
みつ

は領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

をなくすことに成功し

た外務大臣。 

35．②ノルマントン号
ごう

事
じ

件
けん

の発生、③大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の発
はっ

布
ぷ

はどちらも明治時代のできごと。 

36．③関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

は 1923年（大正 12 年）にお

こった。①阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

がおこったのは

1995 年。②東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

がおこったのは

2011 年。 

37．第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

がはじまると、日本はイタ

リア、③ドイツと軍事同
どう

盟
めい

を結んだ。 

38．②東
とう

郷
ごう

平
へい

八
はち

郎
ろう

らが日本海での戦いで活やく

したのは明治時代の日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

である。③沖
おき

縄
なわ

が日本に復帰したのは戦後の 1972 年である。 

39．    ③電
でん

気
き

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

・電
でん

気
き

洗
せん

濯
たく

機
き

・白黒テレビは

「三
さん

種
しゅ

の神
じん

器
ぎ

」とよばれた。高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

期
き

の後半にはあらたに乗用車（カー）・クーラ

ー・カラーテレビが「３Ｃ」とよばれた。 

40．①東京オリンピックは東海道新幹線の開通

と同じ 1964 年に開
かい

催
さい

された。②日
に

本
ほん

万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

は、1970 年に日本ではじめて開かれた大阪

万
ばん

博
ぱく

のことである。③九
きゅう

州
しゅう

・沖
おき

縄
なわ

サミット

は 2000 年に開かれた。 
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